
三

島

由

紀

夫
の

漢

語
に

お

け

る

語

構

成

『

金
閣
寺
』

と
「

天
人
五
衰
』

焦3

注
の

本
稿
は、
『
金
脇
寺
』

(
s
31)
、
『
天
人
五
衰
』

(
s
46)
の
二

作
品
か
ら
全
漠
語
を
抽
出
し、

そ
れ
ら
を
形
態
的
側
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と

に
よ
り、
三
島
由
紀
夫
が
使
用
す
る
漢
語
の
特
色
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
ろ。

注
③

三
島
は
『
文
章
讀
本
』

(
s
34)
中
に
お
い
て
も
『
私
の
遍
歴
時
代
』

(
s
39)
に
お
い
て
も、

自
己
の
文
体
の
改
革
に
つ
い
て
述
ぺ
ろ
が、

語

注
〇

棠
面
か
ら
見
た
場
合、

実
際
に
意
図
的
変
革
が
観
察
で
き
ろ
の
か
否
か。
本

稿
で
対
象
と
し
た
二
作
品
の
淡
語
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る。

1
方
法

①
対
象
作
品
の
位
囮
付
け

.

『
金
閥
寺
』
は
昭
和
三
一
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で、

雑
誌
「
新
潮」
に
迎

戟
さ
れ
た。

昭
和
二
五
年
に
金
閤
寺
に
放
火
し
た
実
在
の
青
年
僧
を
モ
デ
ル

：
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
た
作
品
で
あ
り、

彼
の
作
家
生
活
に
お
い
て
は
中
期

に
位
醤
す
る。

当
時
よ
り
完
成
度
の
高
い
作
品
と
し
て
評
価
が
高
く、
三
島

．
．

文
学
の
代
表
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る。

．
『
天
人
五
衰
』
は
「
豊
饒
の
海」
四
部
作
の
完
結
篇
で
あ
る。

昭
和
四
五

年
七
月
か
ら
翌
年一
月
に
か
け
て
「
新
瑚」
に
迎
載
さ
れ
た。
こ
の
作
品
の

最
終
稿
は
自
決
の
当
日
編
集
者
に
渡
さ
れ
て
お
り、

事
実
上
彼
の
遺
稿
と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ。

松
枝
消
顕
と
い
う
背
年
の
輪
廻
転
生
を
本
多
な
る
親
友

の
目
を
通
し
て
描
い
た
小
説
で
あ
る。

中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
彼
の
文
体
の
変
化
を
追
う
時、

決
し
て
欠
い

て
は
な
ら
ぬ
の
が
こ
の
二
作
品
と
考
え
ら
れ
ろ。

＠
二
島
由
紀
夫
と
漢
語

．

三
島
は
そ
の
装
飾
的
文
章
で
広
く
知
ら
れ
る
作
家
で
あ
る
が、

明
喩、

暗

喩
等
の
修
辞
は
も
と
よ
り、

同
時
代
か
ら
そ
れ
以
後
の
作
家
と
比
較
し
て
も

漢
語
を
多
用
す
ろ
作
家
群
に
含
ま
れ
る。
し
か
し、
こ
れ
は
和
話
に
対
し
て

漢
語
重
視
で
あ
ろ
と
即
断
す
べ
き
問
題
で
は
な
く、

渓
語
に
つ
い
て
の
胴
査

は、
あ
く
ま
で
も
三
島
の
語
槃
を
考
え
ろ
上
で
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
も

の
で
あ
る。

従
っ
て
本
褐
で
は

漢語
を
多
用
す
る
と
い
う
事
実
の
み
を
前
提

と
し
て
論
を
進
め
る
に
留
め
る。

・

③
漢
語
の
認
定

漢
語
は
最
早
外
来
語
と
位
屈
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く、

日
本
語
を
構

新

裕

美
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成
す
る
重
要
な
婆
素
で
あ
る。
従
っ
て
よ
り
日
本
語
に
帰
化
し
た
形
態
と
し

て、
語
尾
変
化
を
伴
う
派
生
語
が
多
数
生
じ
た
り、
和
語・
外
来
語
と
共
に

複
合
語
を
形
成
し
た
り
と、
梗
語
の
様
相
は
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ろ
と

言
え
る。
そ
の
為、
淡
語
と
認
定
す
る
語
も
純
粋
な
字
音
語
の
み
と
す
る
こ

と
に
疑
問
が
生
じ
る。

本
稿
で
は、
以
下
の
基
準
を
満
た
す
語
を
全
て
漢
語
性
を
持
つ
語
と
認
定

．
す
る。⑥

本
来
の
漢
語
で
あ
る
字
音
語
（
梵
語
を
含
む）

⑲
和
製
淡
語

貿
生
語

＠
造
話
の一
種
と
し
て
の
和
語・
外
来
語
と
の
複
合
語

⑥
重
箱．
勝
桶
読
み
と
呼
ば
れ
る
和
洪
混
種
語

①
よ
り
和
語
に
同
化
し
た
形
態
と
し
て
の
学
音
語
平
仮
名
表
記

注
C

梵
語
に
つ
い
て
は、
山
田
孝
雄
問
士
が
音
訳
の
語
に
つ
い
て
便
宜
的
に
淡

注
S

語
の
対
象
外
と
す
ろ
の
に
対
し、
佐
藤
喜
代
治
博
士
は
広
義
の
漢
語
と
位
置

付
け
る
等、
諸
説
あ
る
が
梵
語
も
中
国
を
通
じ
て
日
本
語
に
入
っ
て
き
た
こ

と
か
ら、
こ
こ
で
は
漢
語
の
中
に
含
め
る。

＠
の
和
淡
混
種
語
は
和
語・
涙
語
い
ず
れ
に
も
分
類
し
難
い
語
で
あ
ろ
が、

淡
語
の
非
常
に
日
本
語
化
し
た
形
と
し
て、
ま
た、
0
の
字
音
平
仮
名
表
記

も
同
様
で
あ
る
と
考
え、
渓
語
と一
緒
に
考
察
す
ぺ
き
も
の
と
す
る。

ま
た、
固
有
名
詞
は、
和
語
に
置
換
で
き
な
い
語
で
あ
り、
作
家
も
半
無

意
図
的
に
使
用
す
る
も
の
と
し
て、
対
象
外
と
す
る
こ
と
を
注
記
す
る。

④
単
語
の
単
位

単
語
の
認
定
単
位
は
濶
査
目
的
に
よ
っ
て
種
々
異
な
る
が、
本
稿
は
三
島

由
紀
夫
の
文
章
表
現
を
構
成
す
る
荻
語
の
特
色
を
主
眼
と
す
る
こ
と
に
よ
り、

注
0

因
立
因
語
研
究
所
の
所
謂
a
単
位
を
用
い
る。
ま
た
本
稿
で
は、
さ
ら
に
で

き
る
だ
け
複
合
形
式
を
皿
祝
し、
文
節
か
ら
助
詞・
助
動
詞
を
切
っ
た
単
位

と
し
て、
「
消
息
不
明」
「
自
家
製
ハ
ム
」
等
も一
語
と
み
な
し
た。

瀕
語
が
本
来一
字
単
位
の
語
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が、
前
述

の
通
り、
渓
語
が
日
本
語
に
同
化
し
た
現
在、
ま
た
特
に
一
作
家
の
文
章
表

現
に
お
け
る
漢
語
の
位
匹
付
け
を
論
ず
ろ
際
に
は、
二
字
漢
語
を一
字
ず
つ

注
Bl

に
分
解
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る。
又、
0
単
位
奴
現
代
語
と
し

3
 

て
の
意
味
を
担
う
最
小
単
位
と
し
て
「
表
現
／
法」
と
す
る
如く・、
複
合
形
式
一8

 

を
す
べ
て
分
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
作
家
の
意
図
し
た
語
槃
を
不
明
に
す
一

る
こ
と
も
本
稿
の
目
的
に
反
す
る。

2
概
観

『
金
閣
寺
』
の
淡
語
は
延
ぺ
語
数
で一
―
―
四
七
語、
異
な
り
語
数
四
二

五
二
語
で
あ
る。
全
集
本
の
形
式
（一
八
行・
一
行
四
三
字）
で、
二
六
六

頁
と
い
う
分
母
か
ら
勘
算
し
て一
頁
平
均
四
二
語
の
漢
語
が
使
用
さ
れ
て
い

る
It
霧
と
な
る。

実
際
の
事
件
に
題
材
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら、
年
月
日
等
の
数
凪
的
語

ゃ、
具
体
的
事
象
を
示
す
語
も
比
絞
的
多
数
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
ろ
が、

三
島
作
品
の
特
色
を
成
す
観
念
的
語
坂
が
大
勢
を
占
め
る
C
と
は
重
要
で
あ

る。



「
世
界」
「
美」
「
認
織」
「
行
為」
「
死」

「生」
「
存
在」
「
時
間」

等
観
念
的
語
は、
紐
り
返
し
使
用
さ
れ、
作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
地

位
を
持
つ。
こ
れ
ら
多
用
語
は、
使
用
度
数
10
以
上
の
も
の
で一
七
五
語
あ
り、

使
用
度
数
1
又
は
2
の
語
が
全
体
の
約
九
0
％
を
占
め
る
の
に
対
し、
特

異
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る。

ま
た
禅
宗
の
寺
内
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
為、
仏
教
語
も
多
数
現
れ
る。

じゅゑん

さ
し

ないかい
ちん

「
入
院
す
る」
「
作
務」
「
内
開
枕」
等
の
語
が
そ
れ
で
あ
り、
殆
ど
ル
ピ

付
の
形
を
取
る。

．
．．
 
『
天
人
五
哀
』
の
淡
語
は
延
ぺ
語
数ー
ニ
ニ
0
七
語、
異
な
り
語
数
五
0

九
七
話
で
あ
り、
『
金
oo
寺
』
と
比
較
し
て、
延
ペ
・
異
な
り
語
数
共
に
約

千
語
（
異
な
り
語
約
八
百）
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
こ
れ
は
『
天

人
五
衰』
が
全
集
本
形
式
に
勘
算
し
て
約
三
十
頁
多
い
こ
と
に
由
来
す
る。

さ
ら
に、
延
ぺ
語
数、
異
な
り
語
数
の
増
加
屈
が
ほ
ば
同
国
で
あ
る
こ
と
か

ら、
新
た
に
増
加
し
た
話
は
伎
用
度
数
が
低
い
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ。

一
頁
あ
た
り
四
二
語
平
均
の
淡
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は、
『
金
阻
寺
』
と

全
く
同
数
で
あ
る。

こ
の
作
品
は、
透
と
本
多
の
心
理
小
説
の
形
態
を
持
つ
こ
と
か
ら、
こ
こ

．
で
も
観
念
的
な
語
が
大
半
を
占
め
ろ。

し
か
し、
作
品
の
分
屈
が
増
加
す
る
と、
同
じ
割
合
で

漢語
が
増
え
る
几

帳
面
さ
は
三
島
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う。
―
つ
の
文
章
に
同
じ

語
を
使
わ
な
い
と
い
う
厳
し
い
態
度
の
現
れ
で
あ
る。

3
品
屁
別
の
整
理

品
詞
別
の
傾
向
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
は、
％
欄
に
明
ら
か
で
あ
る。

こ
の
割
合
は、
日
本
語
全
体
に
お
け
る
漢
語
の
品
詞
の
傾
向
と
大
体
に
お

い
て
差
が
な
い
も
の
と
推
測
で
き
ろ。

4
栢
構
成
に
よ
る
整
理

こ
れ
ら
の
淡
語
が
如
何
な
る
複
合
形
式
を
と
っ
て
現
れ
て
い
る
か
を
閲
査

し
た
結
果
を
次
に
示
す。

．

二
作
品
に
お
け
る
漢
語
は、・
極
性
に
複
雑
な
複
合
形
式
を
持
つ
も
の
は
少

な
い。
九
0
％
近
く
は一
字
あ
る
い
は
二
字
漢
語
で
あ
る。
主
に
単
純
な
語

構
成
の
語
を
助
悶
と
共
に
用
い
る
傾
向
の
作
家
で
あ
る。
こ
こ
で
は、
三
字

以
上
の
漢
語
が
ど
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
か
に
瓜
点
を
皿
き
整
理
を
試
み
た。

‘‘ノ
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員
ベ延 戻

人
五
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「
金
閲
寺」
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(546) I (490)

動

詞

1068 
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29 

(18) 

（
カ
ッ
n
内
は
異
な
り
語
数）

芦司劃可剛

38

63
 

9
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12207
|

11147 
(50'if7) 1(4252) 

46 
(2 5) 

181 
(52) 

二
作
品
の
品
詞
別
の
数
伍
は
表
e

の
通
り
で
あ
る。
表
中
の
数
字
は
延
ペ

語
数
で
あ
る。

表
e品

詞＿
名
詞

合

計
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•

こ
の
複
雑
な
語
構
成
を
持
つ
語
は、
作
家
の
造
語
意
識
に
深
い
関
連
が
あ

ろ。
造
語
を
文
章
表
現
中
に
積
極
的
に
使
用
す
る
と
な
る
と、
語
構
成
は
自

然
複
雑
化
す
ろ
為
で
あ
る。注

の

三
島
は
『
文
章
讀
本
』

中
に
造
語
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
す
る。

（
造
語
と
は）
字
引
に
出
て
ゐ
な
い
言
業
の
こ
と
で
す。
一
例
が、
久

米
正
雄
氏
は
微
苦
笑
と
い
ふ
苔
菜
を
登
明
し、
今
日
で
は
そ
れ
は
誰
で

も
知
つ
て
ゐ
ろ
苔
菓
に
な
り
ま
し
た。
こ
れ
こ
そ
は
小
説
家
の
セ
ン
ス

が、
人
間
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
表
惜
を
と
ら
へ
て、
そ
れ
か
ら
新
し
い
作

っ
た
宮
葉
で
表
現
を
興
へ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す。
私
は
こ
こ
で
は
祉
會

評
論
家
が
作
っ
て、
一
時
流
行
さ
せ
る、
い
は
ゆ
る
流
行
語
は
問
題
に

し
ま
せ
ん。
文
學
者
の
造
語
と
は
軽
簡
な
流
行
栢
と
ら
が
つ
て、
い
ま

ま
で
に
あ
ろ
言
葉
で
は
ど
う
し
て
も
表
現
で
き
な
い
こ
と
を、
含
策
を

曲
げ
て
も
表
現
し
よ
う
と
す
る
最
大
の
切
寅
さ
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
の
で
あ
り
ま
す。

さ
ら
に
は
新
人
作
家
が
や
た
ら
に
新
造
語
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て、
「
誠

賓味
を
鋏
く」
と
批
判
す
る
に
至
る。
こ
れ
は、
否
定
は
し
な
い
ま
で
も、

造
語
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
が、
実
際
も
漢
語
に
つ
い

て
は
新
造
語
の
少
な
い
作
家
で
あ
る
こ
と
が、
単
純
な
語
構
成
が
大
半
を
占

め
ろ
こ
と
に
お
い
て
判
明
す
る。

①
漢
語
の
語
構
成

渓
語
の
語
構
成
に
つ
い
て
は、
意
味
論
的
や
形
態
論
的
な
立
場
か
ら
槌
々

論
じ
ら
れ
て
い
る。
山
田
孝
雄
博
士
は
『
國
話
の中
に

於け
る
漢
語
の
研
究』

中
で、
一
字
漠
語、
二
字
漢
語、
三
字
漢
語、
四
字
以
上
の
漢
語
と
分
類
し、

そ
の
中
を
意
味
．
接
辞
の
種
類
・
複
合
形
式
等
に
お
い
て
観
察
的
な

注
8

考
察
を
試
み
ら
れ
た。
佐
藤
喜
代
治
肪
士
も、
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
示
す。

ま
た、
松
下
大
三
郎
氏
は、
対
等
oo
係・
修
飾
関
係・
実
質
関
係・
補
足
関

係・
客
体
関
係
の
意
味
的
関
係
に
よ
る
五
分
類
を
示
し
た。
森
岡
健
二
氏
は、

註
g

「
文
字
形
態
素
論」
中
に、
自
立
語・
派
生
語・‘
合
成
語
の
三
構
造
を
挙
げ

る。本
稿
は、
日
本
語
の
実
態
観
察
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く、
さ
ら
に
は、

複
合
語
と
し
て
和
語
や
外
来
語
と
の
結
合
形
式・
和
淡
混
種
語
も
広
義
の
漢

語
と
認
め
る
立
場
を
取
る
の
で、
語
構
成
の
分
類
を、
次
の
よ
う
に
規
定
す

5
 

る
も
の
で
あ
る。

8
 

注
g

⑥
字
音
語
の
み
に
よ
る
語
(
k)
・
和
語
と
の
複
合
形
式
を
持
つ
語
（
和
一

淡
混
種
語
を
含
む）
（
K
＋
w
or
w
+
k）
・
外
来
語
と
の
複
合
形
式

を
持
つ
語
(
K
+
G.
or
G
+
k)
の
三
つ
に
分
類
す
ろ。

⑲
k
分
類
の
語
に
て
い
て
は、
一
字
淡
語
(
IK)
二
字
漠
語
(
zK)
等
の

構
成
漢
字
数
に
よ
る
分
類
を
行
う。

．

．

息
5

＠
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て、
自
立・
派
生
語
の
別、
品
詞
の
別
に
よ
る
分
類

を
行
う。

⑪
K
+
w
又
は
W
+
K
分
類
に
屈
す
る
語
は、
重
箱
玩
み
(
J)
、
勝
桶

読
み
(
U)
、
K
+
w、
W
+
K
の
四
種
に
分
け、
品
詞
の
別
に
よ
っ

て
分
類
す
る。

@
G
+
K、
K
+
G
に
つ
い
て
は、
同
じ
く、
品
詞
の
別
を
示
す。



K 
分

類

2K lK 字 分数

形複
式合

塁
自 派生 立自

自
立 立

語 語 9＂五に ？日
五口 塁 類

副
容形形

蓄
動名副名 副容形

喜
形動

，
名名 品

詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞詞 詞

61 12 643 728 40 46 6710 54 0 69 311 23 627 雙盈
異な寺L. 閥

数
18 9 234 419 34 22 2216 4 ゜ 9 57 5 125 

64 6 731 7 45 73 133 6482 84 2 54 364 2 874 べ延
{ 9 

飛

42 4 341 431 37 28 2439 10 l 10 80 2 132 異な 衰五

り
L.... 

康 冗々
汚祓

だ

豫重鄭多自 暗愛ら急持す お愛
々 想 分滅 に だ 娘・

とし すさ・・ •し・るさ潤
・い・る・突習 賓い雑

だ
・ん・

堂 ・ 奇
盛・忠

貰
然性 に 舒

す
・損

々四 揺
累

．． ． ． 坊・
と角だ さー悲 切 直ろんさ天
•い・ ・旦哀 に だ. .

雑然 ． 挑癌る繁
雑

・ •制 死

と・ 莫迦ら
し

だ・ 喜戯
す

・ さ． 度
丁
． 憫笑

箪 妙だ
す

るに 生

皐 詩卒然い廣腿 る残酷 常住
と だ さ る

次第• 恒陶
し

例

にい

②
分
類

表
0

0
字
音
平
仮

名
表
記
(
H)
に
つ
い
て
の
品
詞
別
を
示す

。

造
語
に
関
連
深

い
の
は、
三
字
以
上
の
字
音
語
と、

⑪⑥
分
類
の
語
で
あ

る。以
下
に
挙
げ

る
表
8
は、

右
の
分
類
法
に
よ

る
二
作
品
の
淵
査
結
果
で
あ

る。
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5

 

4K 3KI 

形
容
詞

0

0

2

1

•••
•••••••••••
••••••••
•••••••••
••••••••
•••••••••

 

2
 

自
立
語

名

詞

27

26

M

3

派
生
語

形
容
動
詞

2

2

10

10

-•••••••••
•••••••••••
••
•••••••••

••••••••
•••••••••
••••••••
•••••••••

 

+

K

 

k
＋

自
立
語

名

詞

0

0

0

0

+

K

 

+

K

自
立
語

名

詞

3.

3

2

2

k
ヽ

．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．

 

?
＋5

自
立
語

名

詞

15

14

41

34

裔
二
十一
数

•••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

 

自
己
正
宮
化·
五
時
五
十
分・
屈
退
翔
護
士

派
生
話

形
容
動
詞

，
0

0

1

1

必
要
不
可
鉄
だ

＇

，
．

，

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

 

...•.
 [：．
l．
直

灌．．
 
沼．．

 
エ[
:
滋
…
[
:
;
[
：

」．

函
…一l:•• 一．．

 
渭

渇

這．凜

濯
・

浪

晨

魯

“
収

自
立
語
一
名

詞

6

6

10

10

促
成
栽
倍
用・
英
國
紳
士
風

k
 
s+x
 

K+21く

派
生
語

派
生
語

自
立
語

形
容
動
詞

副

詞

勁

詞

名

詞

副

詞

名

詞

3
 

二0 ;135 7 72lj 75

i : 
： 

0 逗 7 386] 38 
: : 

゜゚l ·149

2

 

分
析
カ・
肉
憫
美．．
 投
兵
用・
認
磁
者

客
観
化
す
ろ
・

危
阪
祝
す
る
・

結
理
化
す
る

永
績
的
だ
•

最
終
的
だ
・

内
懐
的
だ

．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

 

た．んしん
ら

貪
頗
扱

9

8

7

大
競
技
場・
大
哲
年
者・
小
慇
接
室

•••
•••••.••••
••••
.•••••••••..•••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••

 

150

320

231

法
律
構
成・
美
術
全
集・
非
常
階
段

0

1

1

 

ー゚99 

15 3
 

ー2011 

13 ー 3
 

1 11 

時
々
刻
々

不
定
形・
無
意
琺・
再
構
成・
三
時
間

御
案
内
す
る

非
常
識
だ
・

不
規
則
だ
・

上
機
揖
だ
・

無
目
的
だ

簡
部
明
瞭
だ
・

正
確
無
比
だ
・

天
呉
爛
没
だ

莫
迦
々
々
し
い

自
動
車
道・
ニ
十一
時・
八
十一
年

形
而
下
的
だ
・

難
證
法
的
だ
・

無
歴
史
的
だ

•••••••

••••••••••••••••
•••••••••••••

 

陪一
暦·
刻一
刻．

無
邪
氣
さ
・

不
透
明
さ
・

無
器
用
さ
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K+W 

2K 1KII9K I8KI. 7K 6K 

ぷ

臼

J

名

詞

-．．．．．．．．．
 》…
…••
;·
·
…
…
…•

�

一
名

詞

勁

詞

名

詞

形
容
詞

形
容
動
詞

動

詞

名

詞

.6 13. ，

.4 92 7
 

5
 

2
 

6 11 7
 

7
 
ー

6
 

82 5
 

6
 

0

2

 

一
6

7

4

2
 
5
 

0

2

 

ー

4
 

ー
．．．．．．．．．
 〒．．．．．．．．
 「．．．．．．．
 ム・・・・・・・・・

7

9

6

6
 

2

1

2

1
 

29

48

18
 

印
象
づ
け
ろ
・
迎
命
づ
け
る

十
九
世
紀
風
だ
・
自
己
冒
漬
的
だ

••.••••••••••••••••••

 

せ
う
ち

ゃ＜

令ヽん

（

ご

簾
笛

琴

堕
箆

一
億
二
千
菜
回

午
後
三
時
三
十
五
分

形
容
動
詞

3

3

2

2

．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．
 

ご

自
立
語

名

詞

0

0

1

1

ぶ
祁

自
立
語

名

詞

1

1

3

2

•••••••.•.•••••••••••
••••••..•••
•••••..•
•••.•••••
..•••••.
•••••••.•••
 

“
四

自
立
語

名

詞

2

2

17

9

理
解
者
的
意
見

••••.••••.•••••••••••
•.•.••••.••
•..•••••
•••••.•••
••••••••
•••••••••
•••••••••••••••••

 

6

國
際
的
大
問
図
・
天
才
的
犯
罪
者

4

7

 

予
＋H

自
立
語

名．，＇
，
詞

4
•

.

.
•
•
•
.
.
.
•

•
.
•
•
.
•
•
•
•
•
.

•
•
•
•
.
•
.
•
•
•
.

•
•
•
•
•
•
.
•
•

•
•
.
•
•
•
•
.

.
•
•
•
•
•
.
.
.
•
•
•
.
.
.
.
•
•

•
•
•
•
•
•
•
.
.
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

5
位

自
立
話

名

詞

13

9

11

11

昭
和
三
十
五
年

.........

.••........

....
 , .....•
....•....
.•.....•
....••.......•....
...•......•.....••.....
 , ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

0

0

0
 

K+5

自
立
語

名

詞

〇

“．
伏

自
立
語

名

詞

o

o

i

l

―
淡
二
千
五
百
四

．

.••......
•.•.•...•..
..••••...•.
..•••....
••......
..
 
,
 ..••.
...•..•..
••••...•
 , ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

“
訟

自
立
昭

名

詞

0

0

2

2

百
科
辟
典
的
知
描

•••..•••
•.••••••••••
••••••••.••
••••••••
•••••••••
••••••••
••••.••••
•••••••....••••..••••.•..•••••••.••••••••••••••••••••••••••••••••••
 

“
巡

自
立
語

名

詞

0

0

3

2

泡
鳩
管
理
m
務
所
，

＇

，

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

立
他

自
立
語

名

詞

0

0

2

2

十一
月
二
十
三
日

•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•

 

,
 
••••••
••••••••
••••••••
•••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

l

l

2

1

三
級
無
線
通
信
士・
火
災
自
動
警
報
器

江
巡

自
立
語

名

詞

．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

自
立
語

名

詞

0

0

0

0

ヽ

K
'

点

奴
碑

自
立
語

名

詞

2

郊
舛

自
立
語

゜

2
 

夏
期
木
材
隔
載
吃
水
線

額
給・
氣
持・
具
合•
本
物・
味
万．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

認
入
歯．
氣
放
ね

氣
取
る
・
役
立
つ
．
信
じ
切
ろ

氣
ま
ぐ
れ
だ
．
念
入
り
だ

氣
高
い
・
詮
な
い

二
三
組・
認
識
屋
・
皮
肉
屋

-88-



G+K· K+G 

2K IK 4K 3K 2K lK 3K 
以上 以上

“ 3 2k K 
” ” ” +0 

名名名名名名 形名

詞 詞 詞 詞
旦

詞 詞 詞 詞

3 8 ゜ ゜ 4 6 1 1 

3 4 ゜ ゜ 4 6 1 1 

17 30 6 6 26 6 1 3 

16 23 ·6 6 25 6 1 3 

卜 ア 九 四 萩 日
手無持 9 不/iiJ 

自
ラ メ 千 十 董 ヵ
ン リ 百 七 ス： メ

プ
i 

八 Jぐ 夕 ラ 沙 由

悶
十 l ア 汰 ．

セ だ 南
ン 廻， セ 回
卜 閃•

ク

醤ド 卜

. g, 
ノ

卜・

: ·

2K .

"+1 喰
｝

形名 形 名

昌 容
詞 詞 詞 詞

2 63 2 23 

2 44 1 920 

6 90 3 36 

6 65 3 26 

好 長 否 四
加減 講罪 應な 千坪
だ ． し、 ．
． 匙

何
氣
． 何萬

固
身綺 加該
麗 な
だ し‘

省
ロ

-89-

' W+K 

.lK 

． 腎十K ti 

形 動名名

喜
詞 詞' 詞 詞

゜ 3 14 167 

゜ 3 12 54 

2 4 21 176 

2 3 15 55 

今風 相應費 人四
だ ず出しり・ ・ 場
昔風 相射

す
用 氣． 

だ
タ刻

届

塁

4K 3K 
叫

ヽK・十"
J凶 +w

名名 動 名 形
容

形

喜
詞 詞 詞 詞 詞 詞

'
3 1 ゜ 5 23 1 

3 1 o , 4 '
8 1 

1 2 0 2 12 4 

1 2 0 2 8 3 

塁 岱
殺 『

面倒く 意地
恐

i さ だ
し、 ．.
, 

正
ぼ

し
だ



．

さ
ら
に 、

⑥
で
は 、
『
天
人
五
衰
』
中
に
明
ら
か
に
増
加
が
み
ら
れ
る
が 、

⑥
は
異
な
り
語
数
に
お
い
て
大
差
な
い
こ
と
が
銀
察
で
き
ろ 。
『
天
人
五
衰』

と
『
金
閑
寺
』
に
は
三
0
頁
の
分
迅
差
が
あ
る
の
で 、

前
者
に
増
加
が
み
ら

れ
ろ
こ
と
は
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
と
考
え
ら
れ
る 。
そ
の
中
で
⑥
和
語
・

漠

語
の
複
合
形
式
に 、
二
作
品
で
増
減
が
少
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る 。
作
品

、。し
『天人五衰』 『金閣寺』

· 11417 10507 
(a) . (463 5) (390 5) 

697  619 
(b) 

(377) (368) 

93 21 
(c) 

84) 0.7)' 

12207 1114 7 

( 5097) ( 4252) 計

表
③

H

•

9

（
カ
ッ

コ
内
は
異
な
り

語
数）

以
上
の
関
査
結
果
を 、

3
宇
音
の
み
で
構
成
さ
れ
る
語 、

⑥
和
語
と
漢
語

の
複
合
形
式 、

＠
外
来
語
と
漢
語
の
複
合
形
式
の
三
点
に
お
い
て
整
理
す
る

．
と
表
8
の
よ
う
に
な
る
。．

3
 

本
来
の
漢
語
で
あ
る
字
音
語

の
み
の
語
が
九
0
％
以
上
を
占

め 、

他
を
圧
倒
し
て
い
ろ 。

造
語
可
能
な
部
分
に
お
い
て

使
用
率
が
低
い
こ
と
は 、

彼
の

造
語
に
対
す
る
厳
し
い
態
度
を

反
映
す
る
も
の
で
あ
る 。
二
作

品
共
に
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
な

副

詞

19 

7

名形
容
動
詞 司司R

31 41 

4, 10 

名

詞

。

゜

42 25 50 2
 

の
分
菰
や
性
格
に
関
わ
ら
ず 、
そ
の
撰
が
一
定
し
て
い
ろ
の
は 、
造
語
的
要

素
が
大
き
な
形
式
で
あ
ろ
の
に 、
一
般
的
語
粟
ば
か
り
を
使
用
し
て
い
ろ
こ

と
を
意
味
す
る 。

．

姻
氣
持·
場
所・
割
烹
若・
好
加
減
だ
．

稔
儀
正
し
い
・

手
持
無
沙
汰
だ

＠
に
つ
い
て
は 、

両
作
品
と
も
使
用
率
が
低
い
が 、
『
天
人
五
衰
』
に
み

ら
れ
ろ
増
加
は 、
作
品
の
性
格
の
違
い
に
よ
ろ
も
の
で
あ
ろ ．
『
金
閣
寺
』

[。，

 

の
俗
世
間
と
隔
絶
さ
れ
た
仏
教
供
界
に
お
い
て 、
外
来
語
は
極
度
に
使
用
が

一

制
限
さ
れ
ろ
が 、
『
天
人
五
哀
』
に
は
右
の
よ
う
な
制
約
は
な
い 。
さ
ら
に

『
天
人
五
衰
』
は 、

港
湾
施
設
の
描
写
に
詳
し
く 、

海
上
交
通
に
関
す
る
専

門
用
語
が
外
来
語
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
も一
因
で
あ
ろ 。

例
救
命
ボ
ー
ト
・

十
ニ
ノ
ッ
ト
・

パ
イ
ロ
ッ
ト

事
務
所・
ワ
ッ

チ
勤
務・

＇

、
バ
ナ
マ
船

＇
，

従
っ

て 、
そ
の
増
加
率
も
低
い
こ
と
か
ら 、
三
島
の
話
菓
選
択
の
変
化
と

見
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
造
語
と
認
定
し
得
ろ
語
も
観
察
で
き
な
い 。

3
に
お
い
て
は 、
二
作
品
の
差
が
明
ら
か
で
あ
ろ
の
で 、
ど
の
複
合
形
式

に
差
異
が
認
め
ら
れ
ろ
か
を
示
す
こ
と
と
す
ろ 。

18 5 6'

 

2

 

ト
ラ
ッ
ク
運
飼
手

は
う・
一
生
け
ん
め
い

ふ
し
ぎ
だ
．

ぞ
ん
ざ
い
だ
・
き
れ
い
だ

大
て
い
・

大
そ
う·
一
そ
う・
ら
く
ら
く
と



⑮
増
加
率
は、
『
天
人
五
衰』
の

数
値
を

100
と
し
た
湯
合 、
『
金
梱
寺』

に
対
す

る

増
加
屈

が

そ
の
中

で

占
め
ろ
割
合
を
示
す
も

の

で

ある

。

延
ぺ

語
数

を
比
較
し
た
時 、
二
作
品
共
に 、
七
0
％
以
上
を
占
め

る

の

は

ZK
即
ら
二
字
漠
語
で

あ

ろ 。
以
下一
字
漢

語

、
三
字
漢
語

、

四
字
渓
語 、
五

字
渓

語

と
続
き 、
七
字
渓

語

以
上

は

極
く
希
に
し
か
現
れ
ない
。

こ
の
こ
と

は

、
三
局

が

単
純

な

複
合
形
式
の
語
を
主
体
に
文
章
を

構
成

し

て
い

る

こ
と

を
意
味
す

る

。

異

な

り語
数

に

つ

い

て

も結

果
は
ほ
ば

同
様

で

ある
が

、

複
雑

な

語
構
成

増加率（％） 『天人五衰』 『金OO寺』

異なり1li翌 廷ぺ話数 只なりU数 廷べ闘炊 ＂なり紐数 虻ぺ紐数

14.9 21.4 235 1380 200 1084 lK 

112 
←) 

3323 8233 2952 8240 2K 
0.09 

24,5 3 1 A 630 1144 474 785 3K 

35.9 42,2 295 400 189 231 4K 

42.5 45.3 87 97 50 53 5k 

42.9 37.5 28 32 16 20 6K 

87.5 90.0 8 10 1 1 7K 

（一） （一）
l 1 2 2 8k 

100 100 

100 100 2 2 ゜ 0 9K 

4609 11299 3884 10416 計

表
9

を
持
つ
語
ほ
ど
l

回
性
の
も
の

が

多
く 、
従っ

て語

数
顧
位
の一
位
と
三
位

が

逆
転
す

る

現
象
が
お
こ
っ

て
い

る

。

．

ま
た 、
二
作
品
に
お
け

る

そ
れ
ぞ
れ
の
語

数
の
差
を 、
増
加
率
に
よ
っ

て

観
察
す

る

と 、
三
字
以
上
の
漢
語
の
割
合

が

大
き
い
こ
と

が

明
確

で

ある

。

表
9
に
返
っ

てさ
ら
に
詳
し
く
分
類
す

る

と 、
三
字
漢
語

で
は

、
旅
＋
lK
の

形
式
を
取

る

名
詞

が

、

四
字
漢

語

で
は

、
旅
＋

旅
の
名
詞

が

、

そ
れ
ぞ
れ
増

加
著
しい

こ
と

が

わ
か

る

。
し
か
し
『
金
閣
寺』
よ

り

も
『
天
人
五
衰』
に

具
体
的
m
組
を
示
す
語

が

顕
著

で

ある

こ
と
よ
り 、
観
念
的
語
棠
に

は

、
こ

れ
ほ

ど
の
大
差

は

ない

と
考
え
ら
れ

る

。

‘

•

六
字
漢
語
以
上
に
つい

て

は

、
両
作
品
共
に
用
例
致
が
少
ない

為 、
増
加

率
に
よ

る

比
較

は

意
味
を
な
さ
な
い

が

、
三
字
淡
語
等
と

同

様 、
具
体
的
事
＿ー，

象
を
示
す
話
が
増
え

て
い

る

と
言
え

る

。

二
字
淡
語
に

つ

い

て

は

、
異
な

り

話
数
に
お
い

て三
六
九
語
の
差

が

み
ら

れ

るが

、
延
ぺ
語

数
が
ほ
ぼ
同

数

で

ある

こ
と
か
ら 、
『
金
OO
寺
』

に

非
常

に
多
用
さ
れ
た
語

が

ある

こ
と

が

わ
か

る

。
「
世
界」
一
0
0
@

、

「
老
師」

ニ
四
0
回
等

が

そ
れ

で

あ

る 。
ま
た 、
こ
こ

で

は 、
固
有
名
詞
と
じ

て対
象

外
と
し
た

が

「
金
閥」
は

実
に
三＿二
八
回
も

使
用
さ
れ

てい

る

。．
『
天
人
五

衰
』
に

は

、

「
金
閲」
に
類
す

る

役
割
を
受
け
持

つ

語

が

登
場
し
得
な
か
っ

た
こ
と
か
ら 、
異
な
り
語

数
に
差

が

生
じ
た
も

の
と
考
え

てよ
さ
そ
う

で

あ

る

。
一
定
の
分
屈
の
文
章
表
現
内

に

お
け
ろ
漢
語
の
許
容
量

に

は

、
自
と

限
昇

が

ある

こ
と
も

一
因

で

あ

ろ
う 。

さ

て 、
字
音
の
み
に
よ

る

語

構

成
の
漢

語

に
おい

て造
語
た
り
得

る

の

は

、



三
字
以
上
の
漠
語
で
あ
る 。

こ
れ
ら
が
屈
的
に
は 、

『
金
閣
寺
』
一

0
•

五

％ 、
『
天
人
五
衰
』
一

四
・

九
％
と
字
音
話
中
で
も
少
数
派
で
あ
る
こ
と
か

ら 、

こ
こ
で
も
造
話
に
対
す
る
三
島
の
姿
勢
を
痰
う
こ
と
が
で
き
る 。

特
に

造
語
要
素
と
し
て
認
め
ら
れ
る
「
的
」

を
含
む
栢
に
つ
い
て
も
一

般
的
語
槃

が
多
い 。

鋤
感
党
的
だ
．

感
傷
的
だ
．

糀
祠
的
だ

独
い
て
造
語
的
と
考
え
得
る
の
は 、

「
無
歴
史
的
だ
」
（
『
天
人
五
衰
』
）

ぐ
ら
い
で
あ
る
が 、

こ
れ
も
三
島
の
造
語
と
は
断
定
し
に
く
く 、

「
的」
に

＇
つ
い
て
も
独
自
性
は
み
ら
れ
な
い
と
言
え
よ
う 。

5
多
用
栢
の
比
較

三
島
由
紀
夫
は
『
文
章
讀
本
』
中
で

、

・

私
は
ま
た 、

二
、

三
行
と
と
に
同
じ
宮
栞
が
出
て
来
な
い
や
う
に
注
意

し
ま
す 。
1

例
が 、

ま
え
に
「
病
氣」
と
蛮
い
た
と
き
は 、
次
に
は
r
や

•

ま
い
」

と
困
こ
う
と
し
ま
す 。

·

と
述
ぺ
ろ
よ
う
に 、

同
一

語
句
を
何
度
も
用
い
な
い
の
が
立
て
前
で
あ
る 。

実
際
ー

作
品
中
に
四 、．
五
千
語
の
異
な
り

語
を
用
い
る
こ
と
で
前
掲
の
宮
を

実
現
し
て
い
る
（
九
0
％
近
く
が
一

回
性
の
語
袋
で
あ
ろ 。
）

。

•

そ
の
中
で
多
用
さ
れ
て
い
る
話
は
反
対
に
三
島
作
品
に
お
い
て
瓜
要
な
役

．
割
を
果
た
し
て
い
る
と
百
え
る 。

彼
の
言
に
反
し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
話

口

に
つ
い
て
次
に
考
察
す
る 。

'
,

[
＇

,

．

こ
の
項
で
は
二
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
使
用
度
数
の
多
い
語
群
に
つ ，
い

て 、

そ
の
i

致
度
を
潤
査
す
る 。

こ
れ
は
多
用
語
に
一

様
性
が
あ
ろ
か
ど
う

l K 

感

じ

22

19

(
 ．．
 
―
 
......

 , 
．．．．．．

 よ．．．．．．．．．．
 ＿ ．．．．．．．．．
 

愛

す

38

35

名 詞

語
構
成

晩 陸 僕 別哭 肉 ． 鮎 生 賣 死 客氣 蔽愛
多
用
詔

12 10 291 16 21 24 10 48 16 48 24 57 25 32 使
用

度
数

2
 

0 13 34 88 32 4 45 5 45 10 59. 20 17 『

金

伏
Ill
屁
致

- 92-

か
を
明
ら
か
に
し
て 、

三
島
の
中
心
的
漢
語
集
は
何
か
を
考
え
る 。

『
天
人
五
衰
』
の
使
用
度
数
10
以
上
の
語
を
多
用
語
と
認
定
し
、

そ
れ
ら

の
『
金
園
寺
』
に
お
け
る
使
用
度
数
を
示
し
た
の
が
次
表
⑤
で
あ
ろ 。

衰
⑤



2K 

名 詞 動 詞

意

味 方 緒 瞬

一
，

種

囮ー一

者 番 日 度

以

上

意

識

意

志

決
し
て だ

急

だ

命
じ
ろ

射
す
ろ

生
じ
る

信
じ
ろ

感
じ
る

13 18 12 13 10 12.16 12 30 39 31 15 59 

37 12, 12 6 20 1 13 23 13 11 

副詞：形容動詞：

賓；別 風

に；だ

き ：
20 11 15159 12 i 12 13 13).10： ： 

‘ ’

.

9 : 10 26 8 : 
． ．  

レ」」」ノ」」」»
c 

8,

 

39 3 40 33 4 64 

財

産

最

後

今

度

根午

腺後衰

五 誤幸

解福

氣

配

結

果

恐

怖

希

望

機

構

記

憶

骰

念

感

惜

感

覺

學

校

荷

役

快

榮

階

段

迎

命

、 14 14 15-11 17 17 10 13 13 10 10 11 12 16 14 23 12 13 11 11 22 13 

1, 22, 16 3
 

15 0, 4
 
7，

 

8 5

 

5, 0 22 5 44 10 33 。，

 

4
 
6

-93-



精 生 人 所女 少少障瞬 宿 醜 自 窯自 自 思 自 自 時 色 時 山

祠 活 生 長中年女 子 梱 命 聞 由 奨 分 憫 想 身 信 刻 情間 門

11 14 22 24 15 92 10 12 15 12 11 13 15 290 28 10 18 10 10 16 28 11 

13 18 48 0 025 011 201 0 8 14 133 6 9 19 、 2 10 0 35 20 

鸞、 多多響 多疇摯攣疇多鴫

必 卑

要 俗

11 17 

13 ゜

多多乏

背 認 人 日 肉 土 同 天 滋男 他 太 隙 存 船 刹 世世 符

後 識 閻 本 想 地時 人 塔女 人 限 度在 名 那 OO 界 年

11 21 87 13 24 11 12 50 11 12 29 10 10 38 10 10 27 64 '15 

10 30 56 3 26 8 11 3 0 

量クク／

- 94-

5 20 5 11 36 0 1 12 100 6 

，， 多多
言・ 峰｀ 



3

名詞 副 詞

゜ー

透
明
だ

11

微
妙
だ

16

4

．．．
 よ・・・・・・・・・・・・・・r.........
 -：
 .......
 9.
，

 

一

閲

16

3

形 容 動 詞

然

一
時
脚

突ー

旦

退
屈
だ

巨
大
だ

完
全
だ

2
 
ー7

 
ー2

9

1

2

6

7

1

1

 

老

人

52

15

＿●
五
● 「

要

がi
-：●●
叩●●●

I
:
;：；

・・
・

・
[.‘

ー

゜ー

過
激
だ

理

由

欲

望

養

子

問

図

門

跡

目

前

本

嘗

返

Eg

不

安

病

氣

10 28 14 15 12 27 10 44 10 17 16 

2
 

39 3
 

15 2
 
，

 

24 5゚ 0 11 21 6 25 5
 

u 

名詞
IK+ 
1勘日

] 

名詞

ふ
し
ぎ
だ

（
不
思
議
） ．

H 

． 

紐印；紐
・幽
． 

． 

：は.. 
涌 I 所
：ヽ

14 : 44 11s 19 53 I 19 

29 : 32 
； 

多
用
語
に
お
い
て
も 、
話
構
成
の
場
合
と
同
じ
く 、
二
字
漢
語 、
一
字
漢

語
と 、
単
純
な
形
式
の
語
が
占
め
る 。
一
字
淡
語
の
異
な
り

語
数
二
五 、
ニ

場 夕

食

彼

女

氣
づ
く

半

年

気

持

六
十
年

望
遠
錢

水
平
線

信
蛾
所

好
奇
心

自
尊
心

喫
茶
店

貨物
船

家
政
婦

巡
純
手

自
意
誨

10 29 13 35 31 14 25 11 10 10 10 10 21 

10
·
2

 

54 I 24 2 23 。゚゚ 3゚
 
2

 

゜゚゜゚゜

- 95-



混
団
語
・
平
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は、
最
も
和
語
に
近
い
形
態
で
あ
る
こ

と
か
ら
非
常
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
ろ
語
と
し
て、
必
然
的
に
両
作
品

共
に
多
く
使
用
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

な
お、
こ
こ
で
『
金
閣
寺
』
と一
致
し
な
か
っ
た
語
は
僅
か
二
三
語
に
す

ぎ
な
い
が、
こ
れ
ら
の
語
が
『
天
人
五
衰
』
独
自
の
語
羹
な
の
で
あ
り、
作

．

品
の
特
色
と
な
ろ
話
で
あ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
く。

．

さ
ら
に
一
致
度
を
数
瓜
的
に
示
す
と
次
の
様
に
な
る。

図
A
は、
『
天
人
五
哀』
の
多
用
語
の
う
らr
金

開
寺
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
の
割
合
を
示
す

も
の
で
あ
る。
約
九
0
％
の
一
致
度
が
観
察
で

き
る。
図
B
で
は、
図
A
に
お
い
て
一
致
し
た

も
の
の
う
ら、
『
金
開
寺
』
で
も
使
用
度
数
10

図 A

 

字
渓
話
九
八、
三
字
漢
語―
二、
和
漢
混
梱
語
六、
字
音
語
平
仮
名
表
記
二

で
あ
る。

ま
た、
『
金
阻
寺
』
と
の
一
致
度
は、
一
字
渓
語、
二
字
漠
語、
和
漢
混

匝
語、
平
仮
名
表
記
に
お
い
て
高
く、
三
字
渓
語
に
な
る
と、
葱
し
く
一
致
度

が
減
少
す
る。
こ
れ
は
複
雑
な
昭
構
成
を
持
つ
よ
う
に
な
る
程、
具
体
的
串

象
を
意
味
す
る
率
が
店
く
な
る
こ
と
に
由
来
す
ろ
と
思
わ
れ
る。．
二
字
漠
話

に
お
い
て
も、
一
致
し
な
い
話
は、
殆
ど
が
具
象
的
意
味
を
持
つ
語
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る。
従
っ
て、
三
島
が
二
作
品
を
通
じ
て
多
く
用
い
る

淡語
は
観
念
的
意
味
範
聞
に
囮
す
ろ
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で

あ
る。

以
上
で
あ
る
語
の
割
合
で
あ
る。
約
半
数
の
一

致
度
が
見
ら
れ
る
が、
使
用
度
数
1、
2
の
語

が
九
0
％
を
占
め
る
中、
五
回
以
上
使
用
さ
れ

て
い
る
語
は、
少
く
と
も
多
用
語
と
認
め
得
る

こ
と
か
ら、
使
用
度
数
に
幅
を
持
た
せ
る
と、

実
に
七
割
強
が
一．
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る。
二
作
品
が
い
か
に
同一
淡
語
を

中
心
と
す
る
語
槃
群
の
範
囲
内
で
作
ら
ぬ
て
い
る
か
が
明
確
で
あ
ろ。
．

『
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字
』
覇
査
に
よ
ろ
と、
延
ぺ
約
四一
万
語

中
異
な
り
語
は
約
三
万
話
で
あ
り、
•
こ
れ
以
上
調
査
規
模
を
大
き
く
し
て
も

注
8

異
な
り
語
数
の
増
加
は
少
な
い
筈
と
い
う
中
野
洋
氏
の
見
解
よ
り、
こ
れ
を

日
本
語
の
総
沢
な
り
語
数
に
近
い
も
の
と
仮
定
し
よ
う。
こ
の
う
ら
淡
語
は、
l6，

混
桓
語
を
含
め
て
約一
万
五
千
語
と
推
定
で
き、
三
島
が
『
金
閣
寺
』
で
用

い
た
漢
語
の
異
な
り
語
数
が
四
二
五
二、
『
天
人
五
衰
』
が
五
0
九
七
で
あ

る
の
で、
一
作
品
中
の
三
島
の
異
な
り
語
菜
は
相
当
殷
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る。し
か
し
先
に
示
し
た
よ
う
に、
そ
の
多
数
の
異
な
り
語
の
う
ら
中
心
を
示

め
る
多
用
話
が
二
作
品
に
お
い
て
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は、
三
島
の
基
本

語
彙
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
興
味
深
い。

さ
ら
に、
本
稿
で
は
便
宜
上
多
用
話
の
み
の
比
較
に
留
め
ろ
こ
と
と
な
っ

た
が、
全
漢
語
の
一
致
度
を
見
る
と
き、
意
慈
外
に
高
い
数
位
を
示
し
そ
う

で
あ
る
こ
と
を
注
記
す
る。
こ
れ
は
三
品
作
品
に
お
け
る
殴
念
的
語
梨
が
占

め
る
役
割
が
大
き
い
こ
と
に
一
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。
特
に、
形
容
動
詞

図 B
 



の一
致
度
は
高
く、

く
な
い。6

ま
と
め

以
上、
『
金
腺
寺
』
と
『
天
人
五
衰
』
の
漢
語
を
比
較
す
る
時、
品
詞、

語
構
成、
多
用
語
の
三
点
か
ら
観
察
し
た
場
合、
ほ
ぼ
同
傾
向
に
あ
る
と
結

・
論
付
け
ら
れ
る。

こ
の
こ
と
は、
三
島
は
漠
語
の
語
選
択
に
お
い
て、
各
作
品
共
通
の
部
分

が
多
い
こ
と
を
示
す。
渓
語
に
限
定
し
た
時、
四
材
が
異
な
っ
て
も
同一
語
粟

を
中
心
に
文
翠
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る。
異
な

り
語
が
多
数
で
あ
っ
て
も、
そ
れ
ば、
一
回
性
の
も
の
が
多
く、
中
心
と
な

る
語
は、
ど
の
作
品
で
も
ほ
ほ
同一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ。

ま
た
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
選
択
語
槃
が
固
定
的
で
あ
る
こ
と
は、
彼

の
埜
本
語
裳
が
形
成
さ
れ
た
時
期
が
非
常
に
早
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
意
味
す

る。
彼
は
十
代
前
半
か
ら
既
に
文
箪
活
動
を
始
め
て
お
り、
初
期
と
の
比
較

も
可
能
で
あ
る
が、
短
庶
ば
か
り
で
あ
る
の
で
中
後
期
の
長
篇
と
同一
線
上

で
考
察
し
て
よ
い
か
疑
問
が
残
る。
し
か
し、
語
氣
の
一
致
度
が
高
い
で
あ

ろ
う
予
測
は
つ
く
も
の
で
あ
る。

三
島
自
身
は
自
己
の
文
体
の
変
革
に
つ
い
て
度
々
告
白
し
て
い
る。
し
か

し、
漢
語
の
面
に
限
っ
て
考
え
る
時、
彼
の
文
体
は、
作
品
に
よ
っ
て
殆
ど

差
異
が
な
い
と
い
う
結
論
に
達
す
る
の
で
あ
ろ。
語
梨
面
に
お
い
て
は、
彼

の
自
己
改
革
も
及
ば
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

三
島
の
文
体
に
お
い
て
淡
語
は
ど
の
様
な
位
図
を
占
め
る
の
か
と
い
う
問

「
澄
明
だ」
等、
度
々
作
品
に
用
い
ら
れ
る
語
が
少
な

国
が
残
る
が、
装
飾
過
多
で
文
沼
が
死
ん
で
い
る
と
酷
評
さ
れ
る
こ
と
の
多

い
三
島
作
品
中
で、
漠
話
も
ま
た
多
分
に
装
飾
的
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る。
今
後
は、
三
島
の
漢
語
と
修
辞
に
つ
い
て
論
証
し
た
い
と

考
え
る。注

①
テ
キ
ス
ト
は
新
潮
社
『
三
島
由
紀
夫
全
集・
10』
所
収
を
使
用
し

た。

注
②
テ
キ
ス
ト
は
新
潮
社
『
天
人
五
衰
』
（
第
二
版）
を
使
用
し
た。

注
③
『
三
島
由
紀
夫
全
集・
28
』
所
収．

注
⑭
『
三
烏
由
紀
夫
全
集•
30
』
所
収。

注
⑤
賓
文
館
『
國
語
の
中
に
於
け
る
渓
語
の
研
究
』(
S
15)
。

注
⑤
角
川
掛
店
『
日
本
の
渡
語
』
(
S
54)。

注
の
国
立
国
語
研
究
所
『
虹
か
製
婦
人
雑
誌
の
用
語
』
は、
涸
査
単
位

に
a
単
位
を
取
っ
た
力

「
自
家
製
／ハ
ム」
の
様
に
二
語
と
す
る

語
も
多
数
あ
っ
た。

注
⑧
0
単
位
は、
因
立
国
語
研
究
所『
現
代
雑
誌
九
十
団
の
用
語
用
字』

の
調
査
単
位
で
あ
る。

注
⑨
五
六
三
頁
。

日
本
の
漢
語
』
中
に
お
け
ろ
分
類。

品『
‘
,
'·

 

注
5
『
近
代
語
の
成
立

岬品
』（
明
治
術
院）「
文
字
形
態
紫
論」
に
お

け
る
分
類。

注
g
字
音
語
II
K、
和
語
n
w、
重
箱
読
み
11
J、
湯
桶
読
み
11
U、

外
来
語
I
G、
字
音
語
平
仮
名
表
記
n
H
は、
筆
者
が
便
宜
的
に
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（

東
北
大
学
文
学
部）

（
山
梨
英
和
短
期
大
学）

能
楽
研
究

（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所）

花
園
大
学
研
究
紀
要

日
本
文
芸
論
叢

日
本
文
芸
論
集

第
十
五
号

第
九
号

三
田
国
文

文
学
論
藻

第
三
号

第
十
一

号、

第
十
二
号

（
松
蔭
女
子
学
院
大
学）

（
九
州
大
学）

（
東
洋
大
学）

（
三
田
国
文
の
会）

文
学
論
粗

第
三
十
号

第
五
十
八
号

第
二
号

文
林

第
十
八
号

日
本
文
芸
研
究

一

号、

第
二
号

文
莫

第
九
号

文
研
論
集

（
九
州
大
学
文
献
探
究
の
会）

（
専
修
大
学
大
学
院）

第
十
号

文
献
探
究

第
十
四
号

二
号

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
錢
(

V

)

0
七
号

•
9,＇

・'
|

用
い
た
記
号
で
あ
る
。

さ
ら
に
表
記
法
を
正
磁
に
分
析
す
ろ
際
に

は、

ル
ピ
付
語
ll
R
を
加
え
る。

注
g
こ
こ
で
言
う
自
立
語
と
は、

森
岡
氏
の
言
う
合
成
語
の
既
念
を
も

含
む
。

和
語
を
一

切
含
ま
ず
に
自
立
で
き
る
語
と
い
う
意
味
に
用

い
る
。

注
14
国
立
国
語
研
究
所
．

(
 汐

文
社
『
新
・

日
本
語
講
座
1
現
代
日
本
語
の
単
語
と
文
字
』

所

注
⑮

収
「
単
話
の
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
ろ
か
」

中
野
洋
参
照。

日
本
文
学
研
究

（
関
西
学
院）

（
岡
山
大
学
大
学
院）

（
帝
塚
山
学
院
大
学）

第
十
五
号

日
本
文
学
ノ
ー
ト

（

宮
城
学
院
女
子
大
学）

第
十
九
号

日
本
文
学
論
集

（
大
束
文
化
大
学
大
学
院）

第
八
号

日
本
文
芸
学

（
日
本
文
芸
学
会）

第
十
九
号、

第
二
十
一

号

第
三
十
五
巻
第
四
号、

第
三
十
六
巻
第

弘
学
大
語
文

（
弘
前
学
院
大
学）

広
島
女
子
大
国
文

創
刊
号

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌

第
三
十
二
号、

第
三
十
三
号

宮
士
論
叢

（
宮
士
短
期
大
学）

第
二
十
九
巻
第
一

号、

第
二
号

（
国
学
院
大
学
大
学
院）

文
学
研
究
科
諭
集

文
学
部
紀
要

文
芸
研
究

文
芸
と
思
想

（
日
本
文
芸
研
究
会）

（
福
岡
女
子
大
学）

文
芸
と
批
評

文
芸
論
霰

（
大
谷
大
学）

文
芸
論
叢

（
文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部）

文
献
ジ
ャ
ー
ナ
ル

第
四
十
八
号

（
文
芸
と
批
評
の
会）

第
五
巻
第
十
号

第
二
十
一

号、

第
二
十
二
号

第
二
十
号

（
宮
士
短
期
大
学）

（
鈴
木
腺
学
会）

第
二
十
三
巻
第
十
一

号、

第
十

文
学
史
研
究

（
大
阪
市
立
大
学）

（
梅
花
女
子
大
学）

第
二
十
五
号

第
十
九
号

第
一

0
五
号、

第
一

〇
六
号、

第

第
十
一

号

第
十
号
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